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研究成果の概要（和文）：　本研究では、レーザー光と光感受性物質さらに細菌やウイルスのタンパクを利用して、免
疫を行う光線力学的免疫療法を、マウスを用いて作用機構や有効性を明らかにした。PEG-pLLys(12-46)鎖とDPcを用い
て作成した50nm径のミセルは、リソソーム内に短時間で取り込まれた。さらに、皮下投与による生体反応試験において
は、CD8陽性IFNg産生細胞を効率よく誘導した。しかしながら、記憶型T細胞の誘導は確認できなかった。今後、本免疫
療法における免疫記憶反応の検証と解析が必要である。

研究成果の概要（英文）：  In this study, we carried out immunotherapy with photodynamic vaccination for in
fection disease in vitro and in vivo. The polyion complex micelle which made with PEG-pLLys(12-46) and DPc
 was incorporated to lysosome within four hours. Additionally, this micelle induced CD8 positive and IFNg 
secreted T cells after photo irradiation with laser. However, this reaction cannot detect the memory T cel
ls. In future, we need to verification of immunological memory reaction in this immunotherapy.
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１．研究開始当初の背景 
1.研究開始当初の背景 
近年、SARS 等の新興感染症、結核等の再興
感染症、新型インフルエンザ等の人畜共通感
染症が問題となっており、これらの治療方法
の確立、さらに、ワクチン、抗生物質の作成
が早急に望まれる。現在の感染症治療方法の
殆どは、抗生物質に頼るものであり、これが
新たな薬剤耐性株を生み出すといった皮肉
な結果になっているため、耐性株を生み出さ
ない新規治療方法を検討しなくてはならな
い。一方で、現在使用されているワクチンは
生ワクチンと不活化ワクチンがある。前者は、
毒性を弱めた微生物やウイルスを使用し、液
性免疫のみならず細胞免疫も獲得できるた
め、一般に不活化ワクチンに比べて獲得免疫
力が強く免疫持続期間も長い。しかし、生き
ている病原体を使うため、ワクチン株の感染
による副反応を発現する可能性もある。後者
は、死ワクチンとも呼ばれ、狭義の不活化ワ
クチンでは、化学処理などにより死んだウイ
ルス、細菌を使用している。取り扱いや効果
において同様である抗原部分のみを培養し
たものを含めて不活化ワクチンと称される
こともある。不活化ワクチンは、生ワクチン
より副反応は少ないが、液性免疫しか獲得出
来ないため、その分免疫の続く期間が短いこ
とがあり、このため複数回接種が必要なもの
が多い。さらに、何れのワクチンも、作成ま
でに時間もかかるため、緊急時における対応
ができないのが現状である。つまり、効率よ
くウイルスや細菌、さらには寄生虫に対する
免疫獲得ができる方法の確立は非常に重要
である。 
 他方、光（レーザー光）の利用は、共焦点
レーザー顕微鏡等の、観察機器をはじめ、レ
ーザーメス等の外科手術用機器等、さらに、
光 線 力学的 療 法等の 早 期がん 治 療 法
(Nishiyama N, Miyazaki K, et al. J. Control 
Release. Vol.133, p245, 2009)と様々な分野
に使用されている。しかしながら、感染症治
療へは、細菌やウイルスに対して直接殺傷効
果を上げようとする報告(Hirayama J. et al. 
Photochem. Photobiol. Vol 66, p697, 2997)
が過去にあるが、免疫系を惹起し治療を行お
うとする報告 (Kumari S. et al. Eur. J. 
Immunol. Vol.39, p178, 2009)は少ない。 
これまで申請者のグループでは、腫瘍に対す
る光線力学的療法を行ってきた。その中で、
エンドサイトーシスによって取り込まれた
腫瘍抗原と光増感剤が、光増感剤の効果によ
って、腫瘍抗原がエンドソームから脱出して
いることを確認した。さらに、フローサイト
メーターによる解析では、腫瘍特異的な CD8
陽性 T 細胞が誘導さ申請者は、免疫学を基盤
として研究を進めてきたが、どの分野におい
ても問題となる点は、感染症であった。
Vaccination における副反応を少なくし、効
率よく液性免疫や細胞傷害性T細胞を誘導で
きるシステムを構築することは、感染症にお

ける重篤な症状を低減させ、感染拡大を防ぐ
ことが出来るのではないかと思案してきた。 
本研究では、レーザー光と光感受性物質を利
用する光線力学的療法、さらに抗原となるウ
イルス・細菌ペプチドを用いて細胞傷害性 T
細胞を誘導させる、感染症への新規免疫療法
であり、抗生物質に依存しすぎない治療方法
確立を目指すものである。 
２．研究の目的 
本研究では、光（レーザー光）と光感受性物
質さらに細菌やウイルスのタンパクを利用
して、免疫を行う光線力学的免疫療法
（Photodynamic Vaccination）という新規免
疫療法を、マウスを用いて、作用機構や有効
性を明らかにし、さらに、本方法の臨床応用
に向けての研究基盤を確立することを目的
とする。 
（1）リンパ節特異的集積性光増感剤内包ミ
セルの作製 
（2）作製したミセルの細胞への取り込み及
び生体内分布の解析 
（3）光照射による生体反応性の解析（in 
vivo） 
３．研究の方法 
（1）リンパ節特異的集積性高分子ミセルの
作製 
 PEG2000、PEG12000 または PEG21000
と Poly-L-Lysine のブロック共重合体とデン
ドリマー型フタロシアニンを用いて任意の
割合にて混合しミセルを作成する。 
（2）高分子ミセルの細胞内挙動と生体内分
布 
 作成した光増感剤内包高分子ミセルは、培
養細胞への添加により、その細胞内挙動を解
析する。さらに、マウスへの静脈内注射によ
りその生体内分布を解析する。 
（3）Photodynamic Vaccination による効果
検証 
 ミセル皮下投与後 4 時間後、2J/cm2 にて
685nm の レ ー ザ ー 光 を 照 射 し
Photodynamic Vaccination を行う。照射 1
週間後に末梢血を回収し、リンパ球を分離。
これに含まれる CD8 陽性 T 細胞の解析を行
う。 
４．研究成果 
（1）高分子ミセルの作製 
 PEG2000 と Poly-L-Lysine の共重合体



（PEG-PLL2-61）を作製し、これを用いて約
30nm サイズのミセルを試みた。デンドリマー
フタロシアニン（DPc）と PEG-PLL2-61 を混
合比1：0.7においてミセル作製を行った時、
70nm 径の単分散ミセルの作製に成功した。し
かしながら、予定の大きさにならないことか
ら、PEG12000 と Poly-L-Lysine の共重合体
（PEG-PLL12-46）を作製し再度調整を行った
ところ、DPc と PEG-PLL12-46 を混合比 1：0.8
においてミセル作製を行った時、50nm 径の単
分散ミセルの作製に成功した。このミセルを
用いて、実験を進めることとした。 
（2）高分子ミセルの細胞内挙動 
 作成したミセルを培養細胞に添加し、4 時
間後の細胞内挙動を確認したところリソソ
ーム内に取り込まれていることが判明した。
（図.1） 
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（図.1 ミセルの細胞内挙動） 

上記のことから、4 時間を細胞取り込みの目
安として実験を進めた。 
 一方、当初目的としていたリンパ節への集
積について、本材料により作成できるミセル
の大きさでは、困難であることが分かったた
め、（30nm 以下にならない）50nm 径のミセル
を用い、更に皮下投与により樹状細胞へ取り
込ませ免疫させるという臨床で行われる手
法を応用することとした。 
（3）Photodynamic Vaccination による効果
検証 
ミセル皮下投与後 4 時間後、2J/cm2 にて
685nm のレーザー光を照射し Photodynamic 
Vaccination を行った。照射 1 週間後に末梢
血を回収し、リンパ球を分離。これに含まれ
る CD8 陽性 T細胞の解析を行った。 

（図.2 末梢血内細胞の解析 左：Pre、右：
Post） 
 CD8陽性IFNg産生細胞は確認ができたこと
から、本実験における光増感効果が免疫を惹
起していることが確認できた。しかしながら、
ワクチン効果に重要なメモリーT 細胞の確認
を得ることができなかった。 
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